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I. 目的 

 今回私達は、313人の原発性ヒト乳癌腫瘍摘出標本中より抽出した免疫反応性好中球

エラスターゼ（ir–NE : immunoreactive neutrophil elastase）濃度を測定し、長期追

跡期間を経て、ヒト乳癌における ir-NEが予後因子となるかを分析した。 

II. 方法 

1982 年 3 月～1989 年 4 月に腋窩リンパ節郭清を伴う乳房切除術を施行した 313 人

の乳癌患者（追跡期間の中央値は 18.5 年）より摘出した乳癌標本を用いて検討を行っ

た。 

 乳癌検体の ir-NE濃度は、新しく確立した酵素免疫測定キット（持田製薬）を用いて

酵素結合免疫吸着検定法によって測定した。この方法は遊離型 ir-NE とα1-protease 

inhibitor(α1-PI)複合型 ir-NE両方を迅速に測定する。この酵素がヒト乳癌において予

後因子となるかどうか、単変量解析と多変量解析にて分析した。 

III. 結果 

私達が Tandonらの方法に従い事前に行った別の 49人の結果より、統計学的再発リ

スク分離点としてカットオフ値を 9.0μg/100 mgタンパクに設定した。ir-NEの結果か

ら患者の予後を分析すると、ir-NEが高濃度の乳癌患者は低濃度の患者に比べて無病生

存期間が著しく短かく、予後不良であった。このカットオフ値を用いると、ir-NE高値

の患者は 16.6％（313人中 52人）だった。Multivariate stepwise regression解析を

行うと、独立した再発予測因子としてリンパ節状況(P=0.004 ; relative risk=1.46)と

ir-NE濃度(P=0.0013 : relative risk=1.43)が選択された。 

IV. 結論 

 手術治療を受けた乳癌患者において、腫瘍中の ir - NE濃度は独立した予後因子であ

る。この酵素は、ヒト乳癌の転移を起こす腫瘍増殖において、積極的役割を果たすかも

しれない。ここに示した長期追跡調査結果は、遊離NEがヒト乳癌において独立した予

後因子となることを強く裏付けた。 

愛 知 医 科 大 学 大 学 院                




